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― スカウティング ―                     団委員長 池 澤 榮次郎 

 ボーイスカウト活動、即ち「スカウティング」は一つのゲームであるといわれています。ゲームに

はルールがありますがスカウティングのルールは、スカウトの「ちかい（やくそく）」や「おきて」、

「標語」、「スローガン」の中に含まれていて、スカ 

ウトとして何をしなければならないか（義務）がわ 

かります。 

スカウト達は、森や原野、川や湖などを遊び場と 

して、地図やコンパスを使い目的地を目指す方法や、 

食事を作ったりテントの中や星空の下で気持ち良く 

夜を過ごすことなどを覚えます。 

これら青少年時代のハイキングやキャンプなどの 

活動を通して、他の人々の役に立ち責任を果たす大 

人になることを学ぶ場がスカウティングなのです。 

 

 

―各隊 9月の活動・トピックス― 

○ ビーバースカウト（BVS）隊 「寺田池探検隊」 

BVS隊は、9月 4日、寺田池でのイベント「いざ！ 

寺田池探検へ行こう」に参加。ポイントラリーをしな 

がら寺田池のカメについて学びました。 

ラリーでは、途中「歩測」などのむつかしい課題も 

ありましたが、興味を持って取り組むことができました。 

 

 

○ カブスカウト（CS）隊 「カントリー大作戦」 

  CS隊は、全国のスカウトが一斉に活動を行 

う「スカウトの日（9月 19日）」の前の 18日に、 

鶴林寺での曜礼拝のあと「カントリー大作戦」に 

参加しました。 

この日はボーイスカウトのスローガンである 

「日々の善行」について考える日でもあり全隊の 

スカウトが参加しました。 

小雨の降るなか鶴林寺周辺や小柳公園周辺、 

道路の側溝などのゴミ拾いを行いました。空き 

缶やペットボトル、ビン類や可燃物・鉄くずな 



ど多数のゴミを回収しましたが、中でもタバコの吸い殻が多く落ちていて、スカウトからは「大人

って子供に注意するくせに、ポイすてする人おおいな～」という声。また、「ゴミは絶対にポイ捨て

しない、スカウトの制服を着ていなくてもゴミに気付いたら拾うようにする。」といった頼もしいこ

とばもありました。 

 

 

○ ボーイスカウト（BS）隊 「Over knight hiking」 

BS隊は 9月 10日（土）18：00～11日（日）9：00の 2日間、JR西明石駅を班毎に出発、国

土地理院の地図を頼りに加古川（団本部）を目指す 

オーバーナイト・ハイキングを行いましました。 

このハイキングは、各チェックポイントで指導者 

から出された課題  

① パトローリングをはじめとする班行動の徹底と 

安全確保について、 

② 夜間の交通安全確保について、 

交通ルールの順守、懐中電灯・反射板などによ 

るドライバーへの認知の重要性を自覚する。 

を実践しました。 

夜間ハイクは、スカウト達は疲労と睡魔に悪戦苦闘、 

途中で道を間違えるなど小さなトラブルはありましたが、全員無事完歩できました。 

 

 

○ ベンチャースカウト（VS）隊  「VS県フォーラムに参加」 

VS隊の県フォーラムが 9月 17日（土）、西宮市で開催され、はりま地区の代表者として隼スカ

ウトの三輪麟太郎君が参加しました。 

フォーラムのテーマは、「防災から減災へ」で積極的な意見発表を行い全国フォーラムへの参加

立候補を行いましたがくしくも選ばれませんでした。三輪君お疲れ様でした。 

 

 

 

 

これらスカウト活動の詳細は、当団のホームページ（HP）「ボーイスカウト加古川

第 2団」（検索）でご覧いただけます。 

また、ボーイスカウト活動に関心のある方・入隊を希望される方は、団HPのメー 

ルでアクセス頂くか 

団本部 鶴林寺宝生院 電話 079-422-6064 

へお問い合わせ下さい。 

 

 

                            

 


